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Ⅰ 調査の概要  

 

 １ 調査目的 

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状 

況を把握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等

に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力

向上対策の一層の充実を図る。 

 

２ 調査実施期間・調査内容 

○令和３年５月２７日(木)、２８日（金） 

・小学校調査（国語・算数：第５学年：４０分） 

・中学校調査（国語・数学：第２学年：４５分） 

（  英語  ：第３学年：４５分） 

 

３ 調査実施校数及び児童・生徒数 

（１）調査実施校数 ４８０校 

 

  （２）調査実施児童・生徒数 

      小学校第５学年 １１,１７３人 

      中学校第２学年 １０,４４７人 

      中学校第３学年 １０,３６９人 

 

令和３年度 長崎県学力調査結果の概要 

＜速 報 版＞ 
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Ⅱ 結果の概要  

１ 出題の考え方 

○ 学習指導要領が目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・ 

能力に視点をあてたもの。 

○ 学習指導要領が求める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断 

力・表現力等を問うもの。 

○ 学習指導要領の内容の定着状況を把握するとともに、過年度の課題を 

検証する。 

○ 各教科の平均正答率の目標値（以下「目標値」とする）を６０％とす 

る。 

２ 県全体の平均正答率（％） 

３ 結果の総括 

○ 小学校においては、国語は目標値と同等となり、算数は目標値を上回っ

た。 

○ 中学校においては、国語は昨年度に引き続き目標値を上回り、数学と英

語は目標値に至らなかったが、英語は平成３０年度より平均正答率が上昇

した。 

＜参考資料＞ 

平均正答率が６割以上の児童生徒の割合 

 小学校（国・算） 中学校（国・数） 県全体 

H30,H31,R3 ５８．６ ５３．３ ５６．０ 

H27～H29 ５１．９ ４６．８ ４９．３ 

差 ６．７ ６．５ ６．７ 

※３年間ごとの割合の平均（％） 

○ 小・中学校を通して、Ｈ２７～Ｈ２９の３年間よりもＨ３０～Ｒ３の

３年間の割合が向上している。 

 小学校 中学校 

第５学年 第２学年 第３学年 

国 語 算 数 国 語 数 学 英 語 

令和３年度 ６０．０ ６４．９ ６１．６ ４９．２ ５６．６ 

平成３１年度 ５８．１ ６０．６ ６７．５ ５７．６  

平成３０年度 ５８．５ ６２．５ ６５．３ ５３．１ ５３．１ 

自  校      
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４ 各教科における課題 

（太字は令和元年度に設定した重点課題） 

 

 
課  題 問題番号 

平均正答率 

県 自校 

小 

学 

校 

国語 

条件に合わせて書く ２一 41.5  

主語と述語との関係を

捉える 

３一(１)① 

    ② 

46.0 

48.4 
 

算数 

資料の整理と読み ４(２) 34.6  

計算の仕方を説明する ３(２)① 37.1  

中 

学 

校 

国語 

複数の情報を整理し、

条件に合わせて書く 
３三 40.4  

文章の内容を捉えて 

説明する 
２五(３) 21.2  

数学 

一次方程式を解く ２(２) 45.5  

事象を多面的に見て 

説明する 
６(２) 19.9  

データの傾向を読み取

り、批判的に考察し判

断する 

９(２) 43.9  

英語 

適切な表現をする ９(３) 13.8  

自分の考えを書く 

10① 

 ② 

 ③ 

40.6 

22.9 

44.7 
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５ 授業改善に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 41.5 

市町  

自校  

＜自校の改善のポイント＞ 

 

２一 条件に合わせて書く 重点課題 

・考えを支える事例を書くことができるかどうかをみる問題です。 

小学校国語 

各教科の＜改善のポイント＞内の、【係り受け解析】【推論】【イメージ同定】【具体例同定】は、
読解力育成の視点との関連を示しています。（P１４参照） 

☆平均正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

平成３１年度の同趣旨問題と比較すると、無答率が 22.1 ポイント減少していま

す。また、正答率は 22.7 ポイント上昇しているものの、41.5%とまだ低い状況で

あり、継続課題と捉えています。 

調べたことを報告する文章は、「調べたきっかけ」「調べて分かったこと」「調べて

考えたこと」などで構成します。このような文章全体の構成に即して、自分の考えと

それを支える理由や事例を明確にして書くことが大切です。また、本問のように事例

を記述する際には、「例えば～」、「事例を挙げると～」などの表現を用いることがで

きるように指導することが大切です。        【読解力育成の視点：推論】 
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 ３一(１)① ３一(１)② 

県 46.0 48.4 

市町   

自校   

＜自校の改善のポイント＞ 

３一(１)①② 主語と述語との関係を捉える 

・文の中における主語と述語との関係を捉えることができるかどうかをみ

る問題です。 

☆平均正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

平成３１年度の同趣旨問題における正答率は 46.1%、今年度の正答率は 46.0%

であり、「主語と述語との関係を捉える」ことについては、課題と捉えています。 

主語と述語との関係は、文の骨格をなし、明確な文を書く上で最も基礎となるも

のです。読んだり表現したりするときに、主語と述語の適切な係り受けについて意

識できるように指導することが必要です。書くことの学習とも関連を図り、児童が

自分で書いた文や文章を、主語と述語との関係に注意しながら丁寧に読み返してい

く習慣を付けることも大切です。     【読解力育成の視点：係り受け解析】 

なお、この「主語と述語との関係を捉える」ことについては、読解力の育成におい

て重要となる能力です。 
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小学校算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 34.6 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

４（１）①アのように、一つのグラフから数値を読み取る問題の正答率は 93.5%

と高い一方で、（２）の複数のグラフを関連付けて考察する問題では、34.6%と正答

率が大きく下がっています。 

複数のグラフを考察する場合にも、まず、表題、それぞれのグラフが表している事

象、左右の縦軸が表している内容と１目盛りの大きさを確認するという、グラフの基

本的な読み取り方を繰り返し指導することが必要です。 

また、グラフから読み取った内容について、児童が根拠を明確にして説明したり、

互いが読み取ったことが正しいのかどうかについて検討したりすることが大切です。                           

【読解力育成の視点：イメージ同定、推論】 

＜自校の改善のポイント＞ 

４（２）資料の整理と読み 重点課題 

・複数のグラフを関連付けて考察し、根拠を明確にして説明できるかどう

かをみる問題です。 

 

☆平均正答率（%） 

（34.6%） 

（93.5%） 
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県 37.1 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  ３（２）①は、他者の解決方法を基に、別の場面の解決方法について考え説明する

問題です。まさとさんが 0.1 を基にして考えていることに対し、ゆうこさんの考え

を説明するためには 0.01を基に考える必要があったこと、また、穴埋めではなく記

述式であったことが、正答率が低くなった要因だと考えられます。 

計算の指導では、計算が確実にできるとともに、その計算の意味を説明する力が求

められます。例えば、一つの問題を解決後、すぐに計算練習に移るのではなく、場面

や数値を変えた他の問題の解決方法を説明する活動を行うことも大切です。  

【読解力育成の視点：推論】 

＜自校の改善のポイント＞ 

３（２）① 計算の仕方を説明する 

・示された計算の仕方を基に、数を構成する単位に着目して小数÷整数 

の計算の仕方を考えることができるかどうかをみる問題です。 

☆平均正答率（%） 
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県 40.4 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  令和２年度の全国学力・学習状況調査と同じ出題形式の問題です。平成３０年度

県学力調査の同趣旨問題と比較すると、正答率は3.3ポイント上昇しているものの、

40.4％とまだ低い状況であり、継続課題と捉えています。 

「根拠を明確にして書く」ためには、自分の考えや思いを書くだけではなく、確

かな事実や事柄に基づいた根拠が明確に書かれているかどうかを、常に吟味するこ

とが大切です。 

例えば、目的に応じて文章から必要な情報を根拠として取り出し、自分の考えを

書くなどの学習活動が考えられます。その際、取り出した情報が自分の伝えたいこ

とを支える根拠となっているかという視点を基に、生徒同士で推敲を行うことも有

効です。                     【読解力育成の視点：推論】 

＜自校の改善のポイント＞ 

３三 複数の情報を整理し、条件に合わせて書く 重点課題 

・自分が伝えたい事柄を踏まえて、言葉の意味に着目して適切な根拠を書

くことができるかどうかをみる問題です。 

中学校国語 

☆平均正答率（%） 
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県 21.2 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  登場人物の心情の変化を読み取り、解答欄に合うように言葉を補って書く問題で

す。今回の調査で正答率が 21.2％と最も低く、無答率も 23.8％と高い結果になり

ました。記述式であったことと、登場人物の心情に変化をもたらした根拠を示せなか

ったことが影響したものと考えられます。 

  文学的な文章を読むためには、文脈に即して思考力や想像力を働かせ、場面の展開

や登場人物の心情の変化を捉える必要があります。  【読解力育成の視点：推論】 

＜自校の改善のポイント＞ 
☆平均正答率（%） 

２五（３） 文章の内容を捉えて説明する 

・場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を捉えることができ

るかどうかをみる問題です。 
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県 19.9 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  （１）のように、具体的な場合について問う問題の正答率は例年８割を超えている

のに対し、（２）のように、文字を用いて一般化したり発展的に考えたりする問題の

正答率は、2割前後で推移しています。 

指導に当たっては、数量の関係を式に表し、その式を問題に即して説明できるよう

にすることが大切です。また、解決の視点を明らかにして考察し、様々な式を見いだ

すとともに、見いだした式を基に問題を振り返るなど、多面的に見ることができるよ

うに指導することも重要です。       【読解力育成の視点：イメージ同定】 

６（２）事象を多面的に見て説明する 

・事象を数学的に表現したり、数学的に表現された結果を事象に即して解

釈したりすることを通して、事柄が成り立つ理由を筋道を立てて説明す

ることができるかどうかをみる問題です。 

中学校数学 

＜自校の改善のポイント＞ 

☆平均正答率（%） 
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県 43.9 

市町  

自校  

＜自校の改善のポイント＞ ☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

９（２）データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断する 

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみる問題です。 

＜改善のポイント＞ 

  新学習指導要領において、統計的な内容等の改善・充実が求められているにも関わ

らず、本問の無答率は 23.5％と高い結果になりました。 

  データの傾向を読み取って判断する学習では、まず、相対度数などの用語や代表値

の意味を丁寧に確認することが必要です。その上で、代表値を求めたり、データの分

布の様子を読み取ったりする場面を設定し、データの傾向を的確に捉えて、批判的に

考察し判断できるように指導することが大切です。 

                    【読解力育成の視点：具体例同定、推論】 
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県 13.8 

市町  

自校  

中学校英語 

９（３） 適切な表現をする 重点課題  

・与えられた会話のやり取りの内容から推測し、自分の発言として適切な

英文を書くことができるかどうかをみる問題です。 

＜改善のポイント＞ 

  「To＋不定詞～.」の返答から「Why～？」の疑問文を導き出す問題です。「Why

～？」であれば「Because～.」という一辺倒な学習だけで対応することは難しく、

幅広い表現の指導が求められます。  

  また、思考力・判断力も求められる問題であり、授業では、コミュニケーションの

場面や状況などを意識した活動を取り入れることが必要です。その上で、読むことに

おいても場面や状況を推測し、適切な表現を考えさせるようにします。 

【読解力育成の視点：推論】 

併せて、本問における誤答から、文法事項のどこにつまずきがあるのかを丁寧に分

析し、従来のパターンプラクティスや練習問題に取り組ませることも必要です。 

＜自校の改善のポイント＞ 

☆平均正答率（%） 
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 ①語彙の適切性 ②文法の正確性 ③論理性 

県 40.6 22.9 44.7 

市町    

自校    

＜改善のポイント＞ 

  令和元年度の全国学力・学習状況調査で正答率が 1.2%と極めて低かった問題形式

です。選択肢の中から１つを選び、理由も含めて指定された語彙数で書くという問題

形式であり、単元末のパフォーマンステスト等で継続して取り組ませていなければ

対応できません。 

  まとまりのある文章を書かせる場面では、考えや理由を口頭で伝え合わせた後に、

書かせることも有効です。その際、時間を制限したり、語数を指定したりして取り組

ませることで、素早く英文をつむぎ出そうとする姿勢を習慣化できます。 

また、３つの視点による評価を念頭に置くことも重要です。特に正答率の低かった

文法の正確性を向上させるためには、コミュニカティブに英語で授業を行う時間と日

本語で文法を説明する時間を明確に分けて指導することが大切です。 

＜自校の改善のポイント＞ 

１０ 自分の考えを書く 重点課題 

・与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意 

してまとまりのある文章を書くことができるかどうかをみる問題です。 

☆平均正答率（%） 
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「長崎県読解力育成プラン」６ページ 

 

  

 

 

 

６つの問題分野（６分野７項目）を日頃の授業づくりの視点に意識して加え、読解力

の育成を図ることが大切です。 
 

係り受け解析 
・教師が意図的に主語や述語、目的語などを問う。  

→ P８（小国） 

照 応 解 決 

・「それ」「これ」などの、指示代名詞が示す言葉や内容について、 

線を引くなどして読み取らせ、全体で確認する。 

→ P８（小国）、P９（中社） 
 

・省略された主語や目的語を補うように指示する。 

同 義 文 判 定 

・複数の意見や考え方が同じかどうか、グループで話し合わせる。 

  → P８（小理）、P１０（中理） 
 

・自分の意見や考え方がモデルと同じかどうか考えさせる。 

推 論 

・既習事項等を根拠として新しい知識を獲得させたり、考察させたり

する。 → P８（小理）、P１０（中理） 
 

・文章中に書かれている内容等について、根拠を明確にして自分の 

考えを述べさせる。  

イメージ同定 

・文章から読み取ったことを絵や図、表などを用いて整理させる。 

 → P７（小算）、P９（中社） 
 

・図や表、グラフから読み取ったことを、言葉や文章で表す活動に 

取り組ませる。 → P９（中数） 

具 体 例 同 定 

・言葉の定義や意味を正しくおさえた上で、考えたり話し合ったり 

する活動に取り組ませる。 → P９（中数）、P１０（中理） 
 

・様々な事例や自分の書いた文章が、定義に合っているか確認させる。 

次ページから、６つの問題分野（６分野７項目）を視点に加えた授業実践事例を紹介し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ ６つの問題分野（特に、「係り受け解析」「照応解決」「イメージ同定」「具体例同 

定」）を日頃の授業づくりの視点に加える。 

特別な取組を始めるのではなくて、普段の授業で使っている言葉 

を見直したり、これまでの手立てに読解力育成の視点を加えたり 

していけばいいんですね。 

ですね。 
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６　各教科の設問別正答率
＜小学校国語＞

大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

一
質問の仕方の工夫として適切でない
ものを選択する

目的を意識した質問の仕方の工夫を捉える

二
【しつ問メモ】の　Ａ　に入る内容
として適切なものを選択する

目的を意識して必要な内容を捉える

三

【保健室の先生へのしつ問の様子】
の　ア　に入ることわざについて書
かれたカードとして適切なものを選
択する

ことわざの意味を知り、正しく使う

四
＜発表のまとめの部分＞の
――部「いつでも」を強調して話す
理由を書く

話の中心や話す場面を意識して、話し方を工
夫する

五 「みゃく」をローマ字で書く ローマ字で正しく書く

一
【ほうこくする文章】の
　A　に生き物の命がおびやかされ
ている事例を書く

自分の考えを支える事例を書く

二
（１）

ア

漢字を書く
ア　かるく

二
（１）

ウ

漢字を書く
ウ　せかいじゅう

二
（２）

イ

漢字を読む
イ　便利

二
（２）

エ

漢字を読む
エ　苦しめて

二
（３）

主語と述語のつながりに気をつけて
   Ｂ   の文を書き直す

文を正しく書き直す

三
田中さんの【ほうこくする文章】の
よいところとして適切でないものを
選択する

文章のよいところを見付ける

一
（１）

①

一
（１）

②

一
（２）

【ソメコとオニ】の――部B「はり
きっていた」ときのソメコの気持ち
の説明として適切なものを選択する

叙述を基に、登場人物の気持ちを捉える

二
（１）

ソメコの性格の根拠となる叙述を選
択する

登場人物の性格の根拠となる叙述を捉える

二
（２）

オニの気持ちが変化した理由の説明
として適切なものを選択する

登場人物の気持ちの変化について、場面の移
り変わりと結び付けて想像する

３

文の中から主語と述語を選択する 文の中における主語と述語との関係を捉える

正答率・誤答率・無答率(%)

１

２

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく読む、書く

1.4

2.1

59.3 39.4 

59.5 39.2 

55.8 42.5 

42.8 53.4 

56.6 35.0 8.4 

41.5 52.5 6.1 

63.8 30.4 

76.8 21.1 

89.0 9.3 

91.3 7.1 

45.9 48.8 

56.1 39.8 

46.0 49.9 

48.4 47.3 

79.1 15.8 

51.6 41.1 7.3 

56.7 36.3 7.0 

1.3

3.7

1.7

1.6

1.6

5.8

5.4

4.0

4.1

4.4

5.1
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大問 設問の概要 出題の趣旨 

（１） ア
代金を求める式から、買った野菜と
その個数を読み取る

問題場面と関連付けて式の意味を読み取るこ
とができる

①
イ

①
ウ

②
にんじんの値段を求めるための立式
をする

もとにする量を求めるための立式ができる

平行な直線の作図の根拠となる、平
行な二直線の性質を選ぶ

平行な二直線の性質を用いて作図する方法を
理解している

平行四辺形の性質ではないものを選
ぶ

平行四辺形の性質を理解している

平行四辺形が2つ組み合わさってで
きた図形の名称を答える

ひし形の性質を理解している

平行四辺形が横に５つ並んだときの
周りの長さを求める

平行四辺形の個数と周りの長さの関係に着目
し、図や表を用いて長さを求めることができ
る

ア
1mを５等分した１つ分のリボンの
長さを分数で表す

イ
リボンの長さは単位分数の幾つ分で
あるかを表す

ウ
1ｍを５等分した8つ分のリボンの
長さを分数で表す

①

横の長さが４.5mの布を３等分する
ときの計算の仕方を基に、横の長さ
が1.１４mの布を３等分した長さを
求める

数を構成する単位に着目して小数÷整数の計
算の仕方を記述することができる

② １.１４ｍを□ｃｍと表す
小数で表された長さの単位について理解して
いる

４０ｍハードル走の目標タイムを求
める

加法と乗法の混合した６．７＋０．３×４の
正しい計算の順序が分かる

①
ア

2018年の資源ごみの量を読み取る

①
イ

2019年から2020年の間に、資源
ごみの量がどれだけ減ったかを読み
取る

②
２つの折れ線グラフから読み取るこ
とができる情報を選ぶ

折れ線グラフでは、縦軸の幅を変えることに
よって見え方が異なることに気付き、正しく
情報を読み取ることができる

折れ線グラフと棒グラフを組み合わ
せたグラフから、ごみの量と人口の
変化を読み取り、間違いの理由を説
明する

折れ線グラフと棒グラフを組み合わせたグラ
フを関連付けて読み取り、ごみの量と人口の
変化の関係について、判断することができる

1

（２）

分数の意味や表し方について理解している

小問

＜小学校算数＞

正答率・誤答率・無答率(%)

3

（１）

（３）

（２）

にんじんの値段をもとにすると、豚
肉の値段は何倍にあたるか数直線上
に表す

２つの数量の関係を図を用いて表現すること
ができる

2

（１）

（３）

（4）

4

（１）

適切な折れ線グラフを判断し、必要な情報を
読み取ることができる

（２）

（２）

1.8

2 12 12 12 12 12 1

0.7

1.3

1.2

2.1

1.2

1.8

2.8

2.8

1.9

1.5

1.3

0.9

3.0

1.3

72.8 25.9 

78.3 20.5 

79.6 18.3 

33.8 64.9 

76.5 22.6 

32.6 64.4 

72.7 26.1 

77.1 21.1 

64.1 33.7 

54.6 42.6 

37.1 55.6 7.2 

77.2 20.1 

63.6 34.5 

93.5 5.2 

77.6 20.9 

58.4 39.8 

34.6 53.2 12.1 

83.5 15.8 

2.2
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大問 設問の概要 出題の趣旨

(1) アドバイスの意図を考える
スピーチの冒頭で聞き手を引き付ける
ように話す

(2)
伝えたい内容の言い換えを考え
る

話の構成を工夫しながら、意図が明確
に伝わるように話す

(3)
効果的なスピーチの間の取り方
を考える

相手に伝わりやすいように適切な箇所
で間を取って話す

1
話合いの中から必要な情報を集
める

会話や資料から必要な情報を取り出
し、整理する

2
話合いの中から必要な情報を集
める

会話や資料から必要な情報を取り出
し、整理する

相手に分かりやすい語句を選択
する

聞き手が分かりやすい言葉で話す

適切な接続語を選ぶ
文脈を捉え、接続語として適切なもの
を選ぶ

適切な副詞を選ぶ
文脈を捉え、副詞として適切なものを
選ぶ

文の成分を捉える 主述の関係を捉え、適切なものを選ぶ

Ⅰ 漢字を書く（ヒジョウ） 文脈に即して漢字を正しく書く

Ⅱ 漢字を読む（旗） 文脈に即して漢字を正しく読む

Ⅲ 漢字を書く（モえ） 文脈に即して漢字を正しく書く

(1)
内容を捉え正しいものを選択す
る

描写に注意して読み、内容を捉える

(2) 内容を捉えて本文から抜き出す 描写に注意して読み、内容を捉える

(3) 内容を捉えて説明する 描写に注意して読み、内容を捉える

文章の表現の特徴を捉えて選択
する

文章の表現の特徴を捉える

一文を二文に分けて書く
文と文の意味のつながりを考えなが
ら、分かりやすく書く

語句を書き換えた意図を選択す
る

論の展開にふさわしい語句や文の使い
方を考える

根拠を示して書く
伝えたい事柄を踏まえて、言葉の意味
に着目して適切な根拠を書き加える

＜中学校国語＞

小問 正答率・誤答率・無答率(%)

1

3

2

五

一

二

三

四

六

一

二

三

一

二

三

0.2

3.0

0.4

1.3

1.2

1.9

0.9

1.5

86.9 12.9 

50.6 43.2 6.2 

38.2 61.4 

61.0 36.0 

52.8 43.7 

52.0 47.3 

94.5 5.1 

88.4 11.0 

78.2 21.0 

74.7 12.9 12.4 

96.7 2.0 

82.3 10.9 6.8 

67.2 31.6 

67.0 19.5 13.5 

21.2 55.0 23.8 

48.5 49.6 

27.3 62.1 10.6 

42.1 56.4 

40.4 53.4 6.2 

3.5

0.7

0.4

0.5
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大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

(1) －４２を計算する 累乗の計算ができる

(2) ４２を素因数分解をする 自然数を素数の積で表すことができる

(1) 4(x+3)+2(3x-5) を計算する 一次式の加法と減法の計算ができる

(2) 一元一次方程式 2x=1/3x+5 を解く
分数を含む一元一次方程式を解くことがで
きる

(1) ねじれの位置にある辺の数を求める
空間における直線と直線との位置関係（ね
じれの位置）を理解している

①円錐の側面のおうぎ形の弧の長さを表す式を
選ぶ

おうぎ形の弧の長さを求めることができる

②円錐の体積を求める 円錐の体積を求めることができる

(1) 比例y＝３xについて、正しくない記述を選ぶ 比例の意味を正しく理解している

(2) 
点（２，５）を通る反比例のグラフについて、y
をxの式で表す

反比例のグラフから、xとyの関係を式に表
すことができる

(1) 
生徒６０人の上体起こしの結果をまとめた度数
分布表から、ある階級の相対度数を求める

度数分布表から、ある階級の相対度数を求
めることができる

(2) 
生徒６０人の上体起こしの結果をまとめた度数
分布表から、ある階級の累積度数を求める

度数分布表から、ある階級の累積度数を求
めることができる

(1)
５個目の青のビーズを糸に通すのは何番目にな
るかを求める

問題場面における考察の対象を明確に捉え
ることができる

(2)
n個目の青のビーズが、左から数えて何番目にな
るかを説明する

与えられた説明を参考に、問題解決の方法
を数学的に説明することができる

(1)
∠AOBの二等分線について、正しくない記述を
選ぶ

角の二等分線の作図の方法を理解している

(2)
花子さんの家の位置を作図によって求める方法
を説明する

条件を基に、問題解決の方法を数学的に説
明することができる

(1)
２つのグラフの特徴について、正しい記述を選
ぶ

グラフから、正しい情報を読み取ることが
できる

(2)
２つのグラフの２点のとり方について正しいも
のを選び、震源からの距離を求める方法を説明
する

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を
数学的に説明することができる

(1)
通学時間について調べたことについて、正しい
記述を選ぶ

平均値、中央値、最頻値、範囲の意味を理
解している

(2)
「通学時間が２３分くらいかかる生徒が多い」
という考えが適切でない理由をヒストグラムの
特徴を基に説明する

データの特徴を的確に捉え、判断の理由を
数学的な表現を用いて説明することができ
る

正答率・誤答率・無答率(%)

＜中学校数学＞

1

2

3

(2)

4

5

6

7

8

9

0.9

0.6

2.1

1.4

1.2

1.9

1.5

3.1

1.4

33.6 55.2 11.1 

51.2 47.9 

35.1 53.7 11.3 

53.2 34.2 12.6 

70.5 20.1 9.4 

83.9 14.6 

19.9 71.7 8.4 

54.9 43.9 

24.7 47.9 27.4 

62.1 36.0 

12.9 57.7 29.4 

40.9 56.0 

43.9 32.5 23.5 

64.5 34.9 

81.3 16.7 

45.5 40.0 14.4 

67.7 30.9 

42.0 56.4 

47.5 39.2 13.3 
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部 大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

1
道具の用途を正しく説明している英文を
聞き取り選択する

2
就寝時刻を正しく説明している英文を聞
き取り選択する

3
グラフについて正しく説明している英文
を聞き取り選択する

1
親子の会話を聞き、あとの質問に対する
答えとしてノートがある場所を表す絵を
選択する

2
店での会話を聞き、あとの質問に対する
答えとして商品の値段を表す絵を選択す
る

3
二人の会話を聞き、あとの質問に対する
答えとして智子のメモを表す絵を選択す
る

1
イベントの内容に関する情報を聞き取
り、正しい答えを選択する

2
時間に関する情報を聞き取り、正しい答
えを選択する

3
場所に関する情報を聞き取り、正しい答
えを選択する

(1)
文脈から判断し、「動物園」という意味
の名詞zooを選択する

(2)
文脈から判断し、「食べるもの」となる
よう動詞eatを選択する

(3)
文脈から判断し、主節の理由を説明して
接続詞becauseを選択する

(4)
文脈から判断し、「伝統的な祭り」とな
るよう形容詞traditionalを選択する

(1)
ポスターに書かれた情報から特定のイベ
ントが開催される場所を読み取り、書き
出しに続く語句を選択する

(2)
ポスターに書かれた情報からアイスク
リームを入手する方法を読み取り、書き
出しに続く語句を選択する

(3)
与えられた複数の情報を整理して、午後
に参加することができるイベントを示す
適切な英文を選択する

(1)
文脈から判断し、人物のしたいことを述
べる英文を選択する

(2)
文脈から判断し、友人が何時に家に戻る
のか尋ねる英文を選択する

(3)
文脈や資料から判断し、どのバスに乗り
たいか述べる英文を選択する

(4)
文脈と資料から判断し、目的地への到着
時間を述べる英文を選択する

(1)
書き手の考えについて読み取り、文脈に
合うものを選択する

(2)
書き手が経験した内容を読み取り、適切
な英文を選択する

(3)
登場人物の心情を読み取り、適切なもの
を選択する

(4)
全体を読み、書き手が学んだことに最も
近い内容を表す英文を選ぶ

(1)
「医者である」という３人称単数現在形
の肯定文を正確に書く

(2)
「毎日納豆を食べる」という３人称単数
現在形の肯定文を正確に書く

(3)
「犬は好きでない」という３人称単数現
在形の否定文を正確に書く

(1)
文脈から判断し、赤ペンを貸してくれる
ように疑問文を単文で書く

(2)
文脈から判断し、何時に寝たのかを尋ね
る疑問文を単文で書く

(3)
文脈から判断し、スタジアムへ行く目的
を尋ねる疑問文を単文で書く

①

②

③

与えられた会話のやり取りの内容か
ら推測し、自分の発言として適切な
英文を書く

与えられた情報に基づいて、適切な
表現を用いて英文を正確に書く

1

2

3

4

5

6

７

８

Ⅲ
部
（

書
く
こ
と
）

９

１０

Ⅱ
部
（

読
む
こ
と
）

ある状況や場面、事物を描写説明し
た単文レベルの英文を正しく聞き分
ける

自然な口調で話される日常的な話題
についての対話を聞き、情報を正確
に聞き取る

与えられたテーマについて考えを整
理し、文と文のつながりなどに注意
してまとまりのある文章を書く

Ⅰ
部
（

聞
く
こ
と
）

まとまりのある英語の対話文を読ん
で、概要を理解する

与えられた状況で、留学先として行きた
い国とその理由について英文で書く

＜中学校英語＞

正答率・誤答率・無答率(%)

まとまりのある英語のスピーチ原稿
を読んで、要点を理解する

単文レベルの英文の中で文脈的なつ
ながりを理解し、正しい文法や適切
な語彙を用いた表現を判断する

まとまりのある英語（館内アナウン
ス）から、イベントの内容、時間、
場所を聞き取る

英語で書かれたポスターから、必要
な情報を読み取る

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.4

0.4

0.1

0.1

0.2

0.2

0.4

0.5

0.9

0.2

0.8

1.2

0.2

1.1

55.2 44.5 

46.5 53.1 

75.4 24.2 

93.8 6.1 

91.5 8.4 

60.8 39.0 

77.4 22.3 

92.2 7.6 

69.0 30.6 

61.2 38.4 

54.7 44.5 

61.8 37.4 

40.7 58.1 

43.3 55.6 

94.7 5.1 

70.0 29.9 

66.9 32.9 

35.5 64.3 

49.5 50.3 

86.0 13.8 

84.1 15.3 

68.3 30.9 

0.684.1 15.3 

0.768.3 30.9 

1.155.0 43.9 

0.945.0 54.1 

56.9 30.3 12.8 

28.9 63.2 7.9 

34.3 55.5 10.2 

24.3 49.5 26.1 

21.2 59.5 19.3 

13.8 60.4 25.8 

40.6 43.5 15.9 

22.9 61.1 16.0 

44.7 39.2 16.1 
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７　市町別平均正答率
＜小学校一覧＞

知識及び
技能

話すこと・
聞くこと

書くこと 読むこと 全体 数と計算 図形 変化と関係 データの活用 全体

県全体 66 54 48 63 60 69 48 73 66 65
長崎市 67 55 51 64 62 69 49 72 66 65
佐世保市 61 51 48 59 57 65 44 76 65 62
島原市 70 59 47 66 63 77 50 74 69 71
諫早市 59 51 45 59 55 64 48 68 64 61
大村市 71 53 44 64 61 67 48 71 65 63
平戸市 68 55 48 67 62 75 49 67 64 68
松浦市 63 50 33 55 54 65 41 60 61 60
対馬市 60 49 48 59 56 71 47 73 65 66
壱岐市 69 60 57 63 64 74 49 71 68 68
五島市 62 47 41 56 55 66 44 73 66 63
西海市 65 51 43 62 58 68 43 71 67 64
雲仙市 69 52 48 62 61 76 52 72 67 70
南島原市 69 52 42 63 60 73 48 69 67 67
長与町 76 65 59 73 70 81 55 83 77 76
時津町 76 60 55 68 68 78 51 81 71 72
東彼杵町 76 62 46 72 67 80 49 84 73 73
川棚町 61 51 39 61 56 66 42 80 67 63
波佐見町 69 46 41 60 58 71 47 80 67 66
小値賀町 57 55 43 48 53 59 38 57 52 54
佐々町 75 64 46 71 67 77 63 71 69 73
新上五島町 71 58 47 71 65 66 47 71 68 64

国　　語 算　　数
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＜中学校一覧＞

話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと
伝統的な言語文
化と国語の特質
に関する事項

全体 数と式 図形 関数
資料の
活用

全体 聞くこと 読むこと 書くこと 全体

県全体 57 37 51 86 62 57 45 40 52 49 64 67 32 57
長崎市 58 37 52 86 62 57 45 41 51 49 65 68 34 58
佐世保市 53 32 47 82 58 49 39 33 46 42 61 62 25 52
島原市 57 34 53 86 62 60 45 46 61 53 62 66 32 56
諫早市 56 34 49 85 60 59 45 40 50 50 62 64 28 54
大村市 55 35 51 86 61 57 42 36 51 47 64 64 28 54
平戸市 55 33 48 87 60 56 43 40 54 48 68 67 31 57
松浦市 54 33 51 85 60 49 38 37 49 44 61 61 20 50
対馬市 57 33 49 86 61 59 42 38 47 48 60 60 26 51
壱岐市 55 38 46 80 59 53 43 41 49 47 63 64 26 53
五島市 56 42 47 84 61 56 44 36 50 48 65 68 37 59
西海市 55 37 51 83 60 52 39 41 47 45 64 62 23 52
雲仙市 55 35 52 89 62 61 44 40 52 50 64 66 32 56
南島原市 57 39 51 89 63 53 44 40 58 49 61 63 27 53
長与町 59 46 54 91 66 72 57 51 60 61 73 79 42 67
時津町 58 39 52 87 63 59 50 48 59 55 66 71 56 66
東彼杵町 54 48 46 90 63 61 42 46 58 52 69 69 49 64
川棚町 57 35 49 86 61 52 38 32 53 44 57 62 31 52
波佐見町 63 33 56 85 64 54 41 36 62 48 63 65 33 56
小値賀町 64 36 44 81 61 58 45 42 63 52 61 62 44 56
佐々町 54 32 48 86 59 53 39 39 50 45 66 72 40 61
新上五島町 57 43 54 88 64 59 47 41 62 53 63 64 20 51

県立中（３校） 80 68 72 99 82 90 81 78 82 83 85 94 69 85

国　　語 数　　学 英　　語
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